
 
東北大学加齢医学研究所 共通機器管理室 利用内規 

平成 20年 12月 11日 

制定 

（趣旨） 

第 1 条 この内規は、東北大学加齢医学研究所規程第 14 条に基づき、共通機器管理室

（以下「機器室」という。）の利用に関し必要な事項を定めるものである。 

（定義） 

第 2 条 この内規において共通機器等（以下「機器」という。）とは、次の各号に掲げる

ものをいう。 

一 東北大学加齢医学研究所共通機器運営委員会（以下「委員会」という。）が認定した 

機器等 

二 共通低温室 

三 共通 P2実験室 

四 その他東北大学加齢医学研究所所長(以下「所長」という。）が特に指定するもの  

（利用者の資格）  

第 3 条  前条第 1 号、第 2 号及び第 4 号の機器を利用することができる者は、次の各

号に掲げる者とする。 

 一 加齢医学研究所（以下「本研究所」という。）の職員及び学生 

 二 東北大学（以下「本学」という。）（本研究所を除く。）の職員及び学生 

 三 所長から共同利用・共同研究の承認を受けた者 

四 前各号に掲げる者のほか、特に所長が認めた者 

2 前条第 3 号の機器を利用することができる者は、国立大学法人東北大学遺伝子組換

え実験安全管理規程（以下「規程」という。）第 21条に規定する教育訓練を受けた者

のうち、次の各号のいずれかに掲げる者とする。 

一 本研究所の職員のうち、総長から規程第 11条に定める通知を受けた実験責任者 

二 前号に掲げる実験責任者と共同研究を行う職員及び学生 

三 所長から共同利用・共同研究の承認を受けた者 

四 前各号に掲げる者のほか、特に所長が認めた者 

（利用者対応） 

第 4 条 機器室職員の対応時間は、原則平日 9:00～17:00とする。 

（利用の申請） 

第 5 条 機器を利用しようとする者は、機器室の主任教授（以下「主任教授」という。）

に所定の申請をしなければならない。 

（利用の許可） 

第 6 条 主任教授は、前条の申請が機器を利用するのに適当であると認めたときは、こ

れを許可する。 

（利用者の責務） 

第 7 条  機器の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、別に定める利用



 
心得を厳守しなければならない。 

2 利用者は、機器室の職員（以下「職員」という。）の指示に従わなければならない。 

（利用の記録等）   

第 8 条  利用者は、機器の利用を終了し、又は中止したときは、利用簿に記録を記入

するものとする。 

2 職員は、必要に応じて利用者に対し、その機器の利用状況について報告を求める  

ことができる。 

（利用許可の取消し等）  

第 9 条  主任教授は、利用者が次の各号の一に該当するときは、その利用の許可を取

り消し、又は一定期間その者の機器の利用を中止させることができる。 

一 この内規又は別に定める利用心得に違反したとき 

二 機器室の運営に重要な支障を生じさせたとき 

三 その他、職員の指示に従わなかったとき 

2 前項の規定により、利用の許可を取り消し、又は利用を中止させたことによって利

用者に損害を及ぼすことがあっても、本研究所は、その責めを負わないものとする。 

（損害賠償） 

第 10 条 利用者は、故意又は過失により、機器等を破損、若しくは滅失した場合、そ

れによって生じた損害の一部又は全部を賠償する責めに任ずるものとする。 

（登録料） 

第 11 条  利用者の所属する研究室等は、1年度あたり下記の登録料を当該年度の最初

の利用月に負担するものとする。 

区分 登録料 

加齢医学研究所内の研究室等 10,000 円 

加齢医学研究所外の研究室等 30,000 円 

2 前項にかかわらず、所長が特に認めるときは、登録料の一部又は全部を免除するこ

とがある。 

（利用料） 

第 12 条  利用者は、その利用にかかる経費の一部（以下「利用料」という。）を別表

のとおり負担するものとする。 

2 前項にかかわらず、所長が特に認めるときは、利用料の一部又は全部を免除するこ

とがある。 

（利用料の納付） 

第 13 条 利用者は、前条に規定する利用料を指定の期日までに納付しなければならな

い。 

2 既に納付した利用料は、返付しない。ただし、次の各号の一に該当する場合は、そ

の一部又は全部を返付することがある。 

一 災害その他利用者の責めによらない事由で利用できなくなったとき 

二 第 9条により利用の承認を取り消し、又は利用を中止させたとき 



 
3 前二項にかかわらず、第 3 条第 1 項第 1 号、第 2 号、第 3 号及び第 2項第 1 号、第

2号、第 3 号に掲げる利用者は、経費の振替えにより利用料を納付することができる。 

（事務） 

第 14条 機器の利用に関する事務は、本研究所事務部が処理する。 

（雑則）  

第 15条  この内規に定めるもののほか、機器の利用に関し必要な事項は、主任教授が

別に定める。 

  附則 

 この細則は、平成 20年 12月 11日から施行し、平成 20年 4月 1日から適用する。 

  附則（平成 21年 12月 17日改正） 

 この細則は、平成 22年 1月 1日から施行する。 

附 則（平成 22年 6月 10日改正） 

 この細則第 10 条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 22 年 6 月 10 日から施行

し、平成 22年 1月 1日から適用する。 

附 則（平成 22年 10月 14日改正） 

 この細則は、平成 22年 10月 14日から施行する。 

附 則（平成 23年 5月 23日改正） 

 この細則第 10 条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 23 年 5 月 23 日から施行

し、平成 23年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 24年 6月 21日改正） 

 この細則第 10 条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 24 年 6 月 21 日から施行

し、平成 24年 7月 1日から適用する。 

ただし、別表に記載する機器のうち、細胞解析装置については平成 23 年 12 月 27 日

から適用する。 

附 則（平成 25年 6月 13日改正） 

 この細則は、平成 25年 6月 13日から施行し、平成 25年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 26年 6月 5日改正） 

 この細則第 10条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 26年 6月 5日から施行し、

平成 26年 7月 1日から適用する。 

附 則（平成 27年 2月 12日改正） 

 この細則は、平成 27年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 27年 6月 11日改正） 

 この細則第 10条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 27年 7月 1日から施行す

る。 

附 則（平成 29年 4月 13日改正） 

 この細則第 10 条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 29 年 4 月 13 日から施行

し、平成 29年 4月 1日から適用する。 

附 則（平成 29年 7月 13日改正） 

 この細則第 10 条第 1項に規定する別表の一部改正は、平成 29 年 7 月 13 日から施行



 
し、平成 29年 7月 1日から適用する。 

附 則（平成 30年 6月 14日改正） 

 この細則は、平成 30年 7月 1日から施行する。 

附 則（平成 31年 3月 14日改正） 

 この細則は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

附 則（令和 2年 4月 9日改正） 

 この内規第 12条第 1項に規定する別表の一部改正は、令和 2年 4月 9日から施行し、

令和 2年 4月 1日から適用する。 

附 則（令和 3年 2月 18日改正） 

 この内規第 12 条第 1項に規定する別表の一部改正は、令和 3 年 4 月 1 日から施行す

る。 

  附 則（令和 3年 4月 8日改正） 

この内規第 12条第 1 項に規定する別表の一部改正は、令和 3 年 4 月 1 日から施行す

る。 
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